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小
笠
原
諸
島
戦
没
者
追
悼
式
典 

 

先
の
大
戦
に
お
い
て
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
を
追
悼

し
平
和
を
祈
念
す
る
た
め
小
笠
原
諸
島
戦
没
者
追
悼

式
典
を
挙
行
し
ま
す
。 

村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
参
列
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》
８
月
15
日
（金
）午
後
５
時
～ 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

【
母
島
】 

《
日
時
》
８
月
15
日
（金
）午
前
11
時
45
分
～ 

《
場
所
》
村
民
会
館
体
育
室 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

２
―
２
４
８
６ 

母
島
事
務
局 

 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
８
８ 

小
笠
原
村
村
民
課 

 
 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

 地
域
振
興
に
係
る
補
助
事
業
の
募
集

（第
２
回
） 

  

公
益
財
団
法
人
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、

島
し
ょ
地
域
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
、
島
し
ょ
地
域
の

地
域
振
興
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
事
業
に
対
し
て
、

そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。 

【
事
業
名
】
平
成
26
年
度
地
域
振
興
に
係
る
補
助
事

業
（第
２
回
） 

【
募
集
期
間
】
８
月
１
日
（金
）～
29
日
（金
） 

【
対
象
事
業
】 

 

○
地
域
振
興
に
係
る
特
産
品
に
関
す
る
事
業 

 

○
地
域
振
興
に
係
る
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業 

 

○
地
域
振
興
に
係
る
島
お
こ
し
を
担
う
人
材
育
成 

 
 

 
 

に
関
す
る
事
業 

【
補
助
対
象
団
体
】 

○
概
ね
５
名
以
上
（村
在
住
者
）で
組
織
さ
れ
、
代

表
者
・会
則
・名
簿
な
ど
の
あ
る
団
体
な
ど 

○
島
し
ょ
地
域
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
小

規
模
企
業
者
、
組
合
、
財
団
法
人
、
社
団
法
人
、

特
定
非
営
利
活
動
法
人
、
そ
の
ほ
か
東
京
都
島 

し
ょ
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
取
組
を
行
う

と
認
め
ら
れ
る
法
人
な
ど 

○
島
し
ょ
地
域
内
の
個
人
事
業
者 

※
中
小
企
業
、
創
業
予
定
者
は
対
象
外 

【
補
助
金
額
】
補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
で

１
０
０
万
円
（特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
は

２
０
０
万
円
）を
限
度
と
す
る
。 

【
事
業
期
間
】
事
業
開
始
か
ら
平
成
27
年
７
月
30
日

ま
で 

【
申
込
方
法
】
所
定
の
申
請
書
な
ど
を
提
出 

【
募
集
案
内
の
配
布
と
申
請
書
の
提
出
先
】 

《
父
島
》
総
務
課
企
画
政
策
室 

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係 

 ●
問
合
せ
先 

東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社 

企
画
管
理
課 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
５
４
７
２
―
６
５
４
６ 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 
 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

父
島
動
物
巡
回
診
療 

 

ペ
ッ
ト
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
、
む
や
み
な
繁

殖
を
抑
制
す
る
こ
と
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ

と
は
飼
い
主
の
責
任
で
す
。
こ
の
機
会
を
ぜ
ひ
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
期
間
】
８
月
15
日
（金
）ま
で 

【
診
療
日
程
】
８
月
21
日
（木
）･

22
日
（金
） 

【
場
所
】
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

【
注
意
事
項
】 

○
診
療
は
有
料
で
す
。 

○
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
先
着
順
に
受
け

付
け
ま
す
の
で
お
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 
●
申
込
み
・問
合
せ
先 

 
 

総
務
課
企
画
政
策
室 

 
 
 

２
―
３
１
１
１ 

 

今
月
の
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日 

 

８
月
は
、
個
人
住
民
税(

村
・都
民
税)(

第
２
期
）、

国
民
健
康
保
険
税(

第
２
期)
、
介
護
保
険
料(

第
２
期)

お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料(

第
１
期)

の
納
期

で
す
。 

納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日
は
、
９
月
１
日(

月)

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
お
納
め

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申
込
ま
れ

て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
日
の
残
高
不
足
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

自
衛
官
募
集 

 

【
募
集
種
目
】 

 

○
航
空
学
生 

○
一
般
曹
候
補
生 

○
自
衛
官
候
補
生 

○
防
衛
大
学
校 

【
対
象
年
齢
】 

 

《
航
空
学
生
》
21
歳
未
満
（高
卒
見
込
み
） 

 

《
一
般
曹
候
補
生
》
18
歳
以
上
27
歳
未
満 

 

《
自
衛
官
候
補
生
》
18
歳
以
上
27
歳
未
満 

 

《
防
衛
大
学
校
（推
薦
・一
般
）》
21
歳
未
満 

（高
卒
見
込
み
） 

【
受
付
期
間
】 

 

《
航
空
学
生
》 

 
 
 

８
月
１
日
～
９
月
９
日 

 

《
一
般
曹
候
補
生
》 

 
 
 

８
月
１
日
～
９
月
９
日 

 

《
自
衛
官
候
補
生
》 

 
 
 

年
間
を
通
じ
て 

 

《
防
衛
大
学
校
》 

 
 
 

９
月
５
日
～
９
月
９
日
（推
薦
） 

 
 
 

９
月
５
日
～
９
月
30
日
（一
般
） 

※
詳
細
は
、
問
合
せ
先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

防
衛
省
自
衛
隊
東
京
地
方
協
力
本
部
大
田
出
張
所 

 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
７
３
３
―
６
５
５
９ 
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小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

7/25現在 

父島 

100/100 

母島 

100/100 

 

６月気象状況   （父島） 

最高気温   31.3℃ 

最低気温   19.2℃ 

平均気温   25.0℃ 

平均湿度     90％ 

月降水量  180.0mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数（７/1）  
 

 

             2,526人 
 

 

             父島      母島   
 

 

  人口      2,067人   459人 
 

 
 

  世帯      1,164    256 

ＮＯ．６３２ 

平成 26年(2014) 

８/１(金)  
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認
定
農
業
者
制
度 

 

認
定
農
業
者
制
度
と
は
、
農
業
で
頑
張
っ
て
い
こ

う
と
す
る
農
業
者
が
立
て
た
計
画
「農
業
経
営
改
善

計
画
」を
市
町
村
が
認
定
し
、そ
の
計
画
の
実
現
に
向

け
た
農
業
者
の
取
り
組
み
を
、関
係
機
関
・団
体
が
連

携
し
て
支
援
し
て
い
く
制
度
で
す
。 

 

こ
の
度
、
新
た
に
認
定
農
業
者
と
し
て
認
定
さ
れ

た
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

【
今
回
認
定
さ
れ
た
農
業
者
】 

《
父
島
》
森
本 

か
お
り 

【
こ
れ
ま
で
に
認
定
さ
れ
て
い
る
農
業
者
】 

 

《
母
島
》
（認
定
順
） 

福
田 

亮
三
、
比
企 

理
史
、
都
留 

隆
興 

藤
谷 

明
憲
、
小
松 

広
子
、
稲
垣 

和
仁
、 

早
川  

保
、
鈴
木 

京
子
、
折
田 

一
夫
、 

上
川 

耕
治
、
都
留 

隆
之 

 

《
父
島
》
野
瀬 

も
と
み 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 

２
―
３
１
１
４ 

 

小
笠
原
陸
域
ガ
イ
ド 

新
規
登
録
講
習
の
実
施 

 
 

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
で
は
、「小
笠
原

陸
域
ガ
イ
ド
登
録
制
度
」に
基
づ
く
新
規
登
録
講
習

を
行
い
ま
す
。 

な
お
、
小
笠
原
陸
域
ガ
イ
ド
の
登
録
に
は
、
当
協
議

会
が
実
施
す
る
講
習
の
受
講
に
加
え
、
東
京
都
自
然
ガ

イ
ド
認
定
講
習
を
修
了
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 
 

東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
認
定
証
を
お
持
ち
で
な
い
方

は
、
今
年
度
実
施
の
東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
新
規
講
習
に

つ
い
て
も
必
ず
申
し
込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

※
小
笠
原
陸
域
ガ
イ
ド
登
録
制
度
は
、
当
協
議
会
が
定

め
る
講
習
を
受
講
し
傷
害
・賠
償
責
任
保
険
な
ど
に

加
入
す
る
と
い
っ
た
要
件
を
満
た
し
て
い
る
ガ
イ

ド
を
登
録
す
る
も
の
で
あ
り
、
「ガ
イ
ド
技
能
の
認

定
」や
「ガ
イ
ド
資
格
な
ど
を
付
与
す
る
」と
い
っ
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
い
ま
し
て
、
登
録

第６期扇浦宅地分譲（第２回分譲・第２次募集）のお知らせ 

扇浦分譲地の空き区画について、昨年の第１次募集に続き、次のとおり第２次募集を行います。 
 

第２回分譲のポイント 
 

● 土地を「購入する」か、「借りる（『定期借地権制度』に基づく５０年契約での賃借）」かのいずれかを選ぶことができます

（ただし、「購入」が優先となります）。 

● 区画ごとの用途指定が大幅に緩和されています。 

・ 区画の種類は「専用住宅区画」と「店舗併用住宅区画」の２種類になります。 

・ 店舗併用住宅は店舗、民宿、飲食店のいずれの業態もＯＫです。 

● 一部の区画は、区画内の斜面の一部をカットし、利用度を高めるとともに土地代金を軽減しています。 

● 隣地境界線からの外壁後退の基準を緩和し、建物配置の自由度を高めています。 

なお、詳細については、分譲要綱に記載していますので、分譲を申し込む場合は、必ず分譲要綱をご覧ください。 

分譲要綱は、８月４日（月）より、財政課財政係および母島支所庶務係で配布します。 

村ホームページ上から PDF版のダウンロードもできます。 

【応募受付期間】 

１０月１日（水）から１０月２１日（火）まで 

受付時間は、土、日、祝日を除く午前８時から午後５時までの間とします。 

【ご相談、お問い合わせ】  

  説明会の開催はありませんが、ご相談、お問い合わせについては、下記担当にて随時対応します。 

お気軽にお問い合わせください。 

   

●問合せ先 財政課財政係 ２－３１１２ 

 

区画用途 

区 画 
面 積 

 （㎡） 建築できる 

建物の種別 

申込者の 

資格 

専用住宅のみ 個人 

第 １２ ４０６．９７ 

第 １３ ４２７．５１ 

専用住宅 

または 

店舗併用住宅 

個人 

第 １５ ４０１．６７ 

第 １９ ２２８．２３ 

第 ２１ ２６１．１６ 

第 ２３ ３７４．７０ 
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し
な
け
れ
ば
陸
域
の
ガ
イ
ド
が
で
き
な
い
と
い
っ

た
こ
と
で
は
な
い
こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。 

【
講
習
実
施
期
間
】 

11
月
中
に
合
計
15
時
間
程
度
の
講
習
を
予
定 

※
こ
の
ほ
か
東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
講
習
の
受
講
が

必
要
で
す
（認
定
済
み
の
方
は
不
要
）。 

【
講
習
受
講
申
込
み
】 

 

《
申
込
期
間
》
８
月
11
日
（月
）～
29
日
（金
） 

 

《
受
付
場
所
》 

村
役
場
産
業
観
光
課
ま
た
は
母
島
支
所 

 
 

※
申
込
の
際
に
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
説
明
を

行
い
ま
す
。 

【
主
な
登
録
要
件
（抜
粋
）】 

 

○
小
笠
原
村
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る
こ
と

（
居
住
期
間
が
１
年
未
満
の
場
合
は
「
準
ガ
イ

ド
」と
し
て
の
登
録
が
可
能
） 

 

○
小
笠
原
に
お
け
る
ガ
イ
ド
業
な
ど
の
実
務
実
績

が
１
年
以
上
あ
る
こ
と
（実
務
実
績
の
申
告
に

は
登
録
ガ
イ
ド
２
名
の
推
薦
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
） 

 

〇
「上
級
救
命
講
習
修
了
者
」な
ど
の
救
命
・救
急

法
の
講
習
を
修
了
し
て
い
る
こ
と 

○
傷
害
保
険
お
よ
び
過
失
責
任
に
対
応
す
る
賠
償

責
任
保
険
に
加
入
し
て
い
る
こ
と 

 

○
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
な
ど
の
情
報
公
開
に
応
じ
る
こ
と 

 

○
ガ
イ
ド
登
録
料
１
万
円
（２
年
更
新
）を
支
払
う

こ
と 

登
録
に
は
、
こ
れ
ら
の
登
録
要
件
や
実
務
実
績
な

ど
に
つ
い
て
、
小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会 

ル
ー
ル
・ガ
イ
ド
制
度
検
討
部
会
に
よ
る
審
査
を
経

て
決
定
さ
れ
ま
す
。 

【
小
笠
原
陸
域
ガ
イ
ド
登
録
制
度
と
は
】 

 
 

こ
の
制
度
は
、
小
笠
原
の
陸
域
の
野
外
に
お
い

て
自
然
観
光
資
源
に
関
す
る
解
説
お
よ
び
案
内
を

有
料
で
提
供
す
る
方
を
対
象
に
、
小
笠
原
エ
コ 

ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
が
掲
げ
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
主
旨
に
則
り
、
小
笠
原
固
有
の
自
然
や
文
化
を

保
全
し
て
、
適
正
で
持
続
的
な
利
用
を
図
り
、
利

用
者
や
地
域
社
会
に
信
頼
さ
れ
る
ガ
イ
ド
と
し
て
、

活
動
を
通
じ
て
地
域
振
興
に
貢
献
す
る
こ
と
で
、

ガ
イ
ド
の
社
会
的
地
位
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。 

 

●
申
込
・問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
事
務
局 

(

産
業
観
光
課) 

 
 
 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

東
京
都
島
し
ょ
地
域
中
小
企
業
等
振

興
補
助
事
業
の
募
集 

 

（公
財
）東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、
島
し
ょ

地
域
の
振
興
に
係
る
事
業
を
新
た
に
行
う
中
小
企
業

な
ど
に
対
し
、
事
業
費
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

 
補
助
の
条
件
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
補
助
対
象
事
業
者
】
個
人
事
業
者
、
中
小
企
業
、

組
合
な
ど
、
財
団
法
人
・社
団
法
人
・特
定
非
営
利

活
動
法
人
、
複
数
の
企
業
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
中

小
企
業
グ
ル
ー
プ
、
そ
の
ほ
か
、
地
域
活
性
化
に

資
す
る
取
組
を
行
う
と
認
め
ら
れ
る
法
人
な
ど 

 
 

た
だ
し
、
東
京
島
し
ょ
地
域
に
主
た
る
事
業
所

を
持
ち
、事
業
を
営
ん
で
い
る
こ
と
（法
人
の
場
合

は
島
し
ょ
地
域
に
登
記
、
個
人
の
場
合
は
島
し
ょ

地
域
に
開
業
届
を
し
て
い
る
こ
と
）が
必
要
で
す
。 

※
創
業
予
定
者
の
場
合
は
、
事
業
完
了
ま
で
に
、

島
し
ょ
地
域
に
登
記
ま
た
は
開
業
届
出
が
必

要
で
す
。 

【
対
象
事
業
】
新
た
に
実
施
す
る
次
の
事
業 

① 

地
域
資
源
を
活
用
し
た
特
産
品
に
関
す
る
事
業 

② 

地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光
の
振
興
に
関
す

る
事
業 

③ 

①
ま
た
は
②
に
関
連
し
た
事
業
展
開
に
関
す

る
事
業 

【
申
請
条
件
】
補
助
申
請
は
、
（公
財
）東
京
都
中
小
企

業
振
興
公
社
が
実
施
す
る
「東
京
都
地
域
中
小
企
業

応
援
フ
ァ
ン
ド
地
域
資
源
活
用
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

創
出
助
成
事
業
」（以
下
「
フ
ァ
ン
ド
助
成
事
業
」）

へ
の
申
請
を
条
件
と
し
、
当
該
助
成
事
業
の
結
果
を

踏
ま
え
、
交
付
・不
交
付
が
決
定
さ
れ
ま
す
。 

 
 

な
お
、
フ
ァ
ン
ド
助
成
事
業
の
申
請
に
は
、
事

前
（８
月
29
日
（金
）ま
で
）に
申
し
込
み
が
必
要

で
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

【
補
助
金
額
】
対
象
経
費
の
10
分
の
９
以
内
で 

 

１
千
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。 

た
だ
し
、
フ
ァ
ン
ド
助
成
事
業
で
の
助
成
金
額

は
除
き
ま
す
。 

【
事
業
期
間
】
事
業
開
始
の
時
期
か
ら
２
年
以
内 

【
提
出
書
類
】 

 

〇
申
請
書 

 

〇
フ
ァ
ン
ド
助
成
事
業
の
申
請
書
類
一
式
の
写
し

（受
付
印
が
押
印
さ
れ
た
も
の
） 

【
応
募
期
限
】
10
月
１
日
（水
）～
31
日
（金
） 

【
補
助
金
交
付
要
綱
配
布
お
よ
び
提
出
先
】 

 

産
業
観
光
課
お
よ
び
母
島
支
所 

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】 

http://www.tokyoislands-net.jp/island

-resident/tyusyoukigyouhojyo 

 

●
問
合
せ
先 

 

《
中
小
企
業
等
振
興
補
助
事
業
》 

 
 

（公
財
）東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
企
画
管
理
課 

０
３
―
５
４
７
２
―
６
５
４
６ 

産
業
観
光
課 

  
 
  

 
  

  
 

２
―
３
１
１
４ 

 

《
フ
ァ
ン
ド
助
成
事
業
》 

（公
財
）東
京
都
中
小
企
業
振
興
公
社
助
成
課 

０
３
―
３
２
５
１
―
７
８
９
５ 

 

行
政
相
談
所
の
開
設 

 
【
日
時
】
８
月
19
日
（火
）午
後
７
時
～
９
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

山
田
捷
夫 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

《
電
話
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 
２
―
３
１
１
３ 

臨
時
福
祉
給
付
金
と 

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金 

 

４
月
か
ら
の
消
費
税
率
の
引
上
げ
に
際
し
、
家
計

へ
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
所
得
が
低
い
方
に
は

「臨
時
福
祉
給
付
金
」を
、子
育
て
世
帯
に
は
「子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」が
支
給
さ
れ
ま
す
。 

【
受
給
要
件
】 

《
臨
時
福
祉
給
付
金
》
平
成
26
年
度
市
町
村
民
税

非
課
税
者
（
市
町
村
民
税
課
税
者
の
扶
養
親 

族
、
生
活
保
護
受
給
者
は
対
象
外
） 

《
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
》
平
成
26
年 

１
月
分
の
児
童
手
当
受
給
者
（両
給
付
金
の
要

件
に
該
当
す
る
方
は
臨
時
福
祉
給
付
金
で
の

受
給
と
な
り
ま
す
） 

※
詳
細
は
、
村
民
だ
よ
り
７
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

小
笠
原
村
で
は
、
７
月
14
日
（月
）に
受
給
可
能
と

み
ら
れ
る
方
に
申
請
書
を
郵
送
し
ま
し
た
。
受
給
要
件

に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
で
申
請
書
が
届
い
て
い

な
い
場
合
は
、
村
民
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
申
請
期
限
は
、
平
成
27
年
１
月
13
日
（火
）

ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

大
腸
が
ん
検
診 

  

大
腸
は
、
ポ
リ
ー
プ
（い
ぼ
の
よ
う
な
も
の
）・炎
症
・

が
ん
な
ど
が
あ
る
と
、
便
が
通
る
た
び
に
こ
す
れ
て
、

そ
こ
か
ら
出
血
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
大
腸
が
ん
検
診

で
は
、
目
で
見
て
も
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
の
血
液
が
、
便

の
な
か
に
混
じ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
調
べ
ま
す
。 

 

受
診
を
ご
希
望
の
方
は
、
検
体
容
器
や
質
問
票
な
ど

を
配
布
し
ま
す
の
で
、
直
接
申
込
先
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
申
し
込
み
は
、
代
理
の
方
で
も
結
構
で
す
。 

【
対
象
者
】
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
40
歳

以
上
の
方
（昭
和
50
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方
） 

【
検
査
方
法
】
検
便
に
よ
る
便
潜
血
検
査 
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【
申
込
期
間
】
８
月
18
日
（月
）～
９
月
22
日
（月
） 

 
 

検
便
の
最
終
提
出
日
は
、
９
月
24
日
（水
）と
な

り
ま
す
。 

※
協
会
け
ん
ぽ
被
保
険
者
の
方
は
、
11
月
の
住
民
健

診
の
時
期
に
合
わ
せ
て
、
検
体
容
器
や
質
問
票
を

配
布
い
た
し
ま
す
。 

 

●
申
込
・問
合
せ
先 

 
 
 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

村
長
出
張
報
告 

 

【
出
張
期
間
】
５
月
12
日
～
６
月
２
日 

○
小
笠
原
諸
島
振
興
開
発
審
議
会 

○
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
監
査
・理
事
会 

○
南
鳥
島
行
政
視
察 

○
東
京
都
財
政
状
況
ヒ
ア
リ
ン
グ 

○
島
じ
ま
ん
２
０
１
４ 

○
東
京
都
漁
港
漁
場
協
会
理
事
会 

○
振
興
開
発
事
業
費
予
算
要
望
（国
会
議
員
）な
ど 

【
出
張
期
間
】
６
月
23
日
～
７
月
２
日 

○
八
丈
町
表
敬
訪
問
（寄
港
便
御
礼
） 

○
八
丈
町
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
訪
問 

○
東
京
都
離
島
航
路
地
域
協
議
会 

○
東
京
都
漁
港
漁
場
協
会
総
会
な
ど 

【
出
張
期
間
】
７
月
20
日
～
７
月
27
日 

○
振
興
開
発
事
業
費
予
算
要
望
（国
会
議
員
） 

○
東
京
都
町
村
会
町
村
長
・議
長
合
同
会
議 

○
東
京
都
簡
易
水
道
協
会
総
会
な
ど 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

２
―
３
１
１
１ 

      

   

   

  

  

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、８
月
の
「母
島

巡
回
労
働
相
談
」の
日
時
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
と
い
う
方
は
、

電
話
に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
８
月
25
日
（月
）午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

 

○
労
働
条
件
（労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、 

離
職
、
解
雇
な
ど
） 

 

○
求
人
求
職
（求
人
・求
職
申
込
な
ど
） 

○
労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付
な
ど
） 

 

○
雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付
な
ど
） 

 

●
問
合
せ
先 

 
小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

  

東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
講
習
会 

 

東
京
都
自
然
ガ
イ
ド
新
規
認
定
講
習
会
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

平
成
27
年
４
月
１
日
時
点
で
小
笠
原
村
に 

１
年
以
上
在
住
の
18
歳
以
上
の
方 

【
時
期
】
９
月
14
日
（日
）～
10
月
31
日
（金
） 

（こ
の
期
間
の
う
ち
７
日
間
程
度
） 

※
こ
の
日
程
の
ほ
か
に
現
地
講
習
も
あ
り
ま
す
。 

※
ま
た
、
天
候
に
よ
っ
て
は
日
程
を
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。 

【
受
講
料
】
３
千
円 

【
申
込
用
紙
配
付
場
所
】 

 

《
父
島
》
小
笠
原
支
庁
土
木
課 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

《
母
島
》
小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所 

【
申
込
用
紙
配
付
期
間
】 

８
月
15
日
（金
）～
８
月
28
日
（木
） 

【
申
込
締
切
】
８
月
28
日
（木
）午
後
５
時
15
分 

【
そ
の
他
】 

申
込
人
数
に
よ
り
、
実
施
し
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
来
年
度
の
新
規
認
定
講
習
に
つ
い

て
も
受
講
希
望
者
数
の
減
少
に
よ
る
開
催
の
困
難

が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
希
望
さ
れ
る
方
は
今
回
受

講
し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
２
―
２
１
２
３ 

 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
へ
の
入
林
受
付

お
よ
び
簡
易
講
習
の
実
施 

 

母
島
に
お
い
て
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利
用

す
る
た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を
実
施

し
ま
す
。 

な
お
、
こ
の
講
習
の
対
象
者
は
村
民
と
し
て
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
利
用
さ
れ
る
方
に
限
り
ま
す
。 

【
日
時
】
８
月
19
日
（火
）午
後
７
時
～
８
時 

【
場
所
】
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

 

【
必
要
な
も
の
】
①
印
鑑
、
②
村
民
で
あ
る
こ
と
、

お
よ
び
18
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

も
の
（免
許
証
な
ど
） 

※
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
講
習
終

了
後
、
入
林
申
請
に
基
づ
き
発
行
さ
れ
る
「年

間
パ
ス
」が
必
要
で
す
。
パ
ス
を
お
持
ち
で
な

い
方
は
お
気
軽
に
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
パ
ス
を
お
持
ち
の
方
も
有
効
期
間
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
期
間
を
延
長
す
る
た
め
に
は
こ

の
講
習
を
受
講
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な

お
、
パ
ス
の
有
効
期
間
は
、
受
講
し
た
日
か
ら

２
年
間
と
な
り
ま
す
。 

父
島
に
お
い
て
は
、
電
話
に
て
随
時
受
付
し
て
お

り
ま
す
。
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
（講
習

は
、
原
則
と
し
て
午
前
９
時
～
午
後
５
時
の
間
で
１

時
間
程
度
行
い
ま
す
） 

 ●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
４
０
３ 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 
２
―
２
１
０
３ 

高
圧
ガ
ス
・液
化
石
油
ガ
ス
国
家
試
験 

 

【
試
験
日
】
11
月
９
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
～ 

午
後
３
時
30
分 

【
試
験
会
場
】
小
笠
原
支
庁
大
会
議
室 

【
受
験
願
書
の
配
付
】 

小
笠
原
支
庁
産
業
課
に
お
い
て
配
付 

【
受
験
願
書
の
受
付
】 

８
月
25
日
（月
）～
９
月
５
日
（金
） 

○
電
子
申
請
受
付
（高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
）
は
８
月
25
日
午
前
10

時
～
９
月 

５
日
午
後
５
時
ま
で 

○
書
面
受
付
は
、
東
京
都
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
ま
た
は

東
京
都
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
に
て
受
付 

 

（
９
月
５
日
消
印
有
効
）
受
験
願
書
に
記
載
の

担
当
事
務
所
に
て
受
付
。
（当
日
消
印
有
効
） 

※
詳
細
は
、
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ(http://www.khk.or.jp)

を
参
照
の
こ
と 

※
支
庁
で
は
受
付
を
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
産
業
課
商
工
係 

２
―
２
１
２
２ 

 

農
業
者
セ
ミ
ナ
ー
開
講 

 

亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
で
は
、
認
定
農
業
者
、
認

定
就
農
者
お
よ
び
そ
れ
を
目
指
す
意
欲
的
な
農
業
者

を
対
象
に
「農
業
者
セ
ミ
ナ
ー
」を
次
の
内
容
で
開
講

い
た
し
ま
す
。 

【
内
容
】
東
京
都
に
お
け
る
農
産
物
認
証
制
度
、 

 

小
笠
原
に
お
け
る
補
助
事
業 

【
講
師
】 

○
両
角
正
博
（東
京
都
産
業
労
働
局
農
林
水
産
部

食
料
安
全
課
生
産
環
境
係
長
） 

 

○
御
船
真
穂
（東
京
都
総
務
局
小
笠
原
支
庁
産
業

課
産
業
係
長
） 

 
 
 
 

【
開
講
日
】 

《
父
島
》
９
月
１
日
（月
）午
後
２
時
30
分
か
ら 

《
母
島
》
９
月
２
日
（火
）午
後
６
時
30
分
か
ら 
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【
場
所
】 

《
父
島
》
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー 

 
 

《
母
島
》
営
農
研
修
所
本
館 

【
対
象
者
】
農
業
者 

【
申
し
込
み
】
受
講
希
望
者
は
８
月
28
日
（木
）ま
で

に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

【
今
後
の
予
定
】 

 

《
10
月
》
作
物
の
機
能
性
・
品
質
保
持 

 

《
11
月
》
野
菜
栽
培 

 

《
12
月
》
販
売
戦
略 

 

《
１
月
》
農
業
経
営 

 

《
２
月
》
食
品
加
工 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー 

 

２
―
２
１
０
４ 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

２
―
２
５
６
５ 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
８
月
22
日
（金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午 

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 ●
事
前
予
約
受
付
番
号 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

●
当
日
相
談
電
話
番
号 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
（※
予
約
が
必
要
で
す
。
） 

【
相
談
内
容
・時
間
】 

無
料
法
律
相
談
（１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
父
島
】 

《
日
時
》
８
月
24
日
（日
）午
後
３
時
～
５
時 

《
場
所
》
村
役
場 

【
母
島
】 

《
日
時
》
８
月
26
日
（火
）午
後
３
時
～
５
時 

《
場
所
》
母
島
支
所 

【
予
約
受
付
時
間
】
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

（土
、
日
、
お
よ
び
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
） 

 ●
問
合
せ
・予
約
電
話
番
号 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５  

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

【
８
月
の
開
館
日
】
28
日
以
外
毎
日
、
開
館
午
前 

８
時
～
午
後
５
時
ま
で
。 

 

※
夜
間
開
館
（午
後
９
時
ま
で
）、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

詳
し
く
は
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
特
別
展
】 

《
本
館
》
「小
笠
原
の
魚
」展 

～
こ
の
ふ
し
ぎ
な
生
き
物
た
ち
開
催
中
～ 

海
洋
島
小
笠
原
は
魚
も
ち
ょ
っ
と
他
と
は

違
う
？
！ 

固
有
種
や
魚
類
相
の
特
徴
、
こ
こ

で
生
き
る
多
彩
な
魚
た
ち
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

《
新
館
》
「小
笠
原
諸
島
の
島
々
」～
硫
黄
三
島
、

沖
ノ
鳥
島
、
南
鳥
島
、
西
之
島
開
催
中 

 
 
 

火
山
列
島
の
硫
黄
三
島
、日
本
最
南
端
の
「沖

ノ
鳥
島
」
最
東
端
の
「
南
鳥
島
」
そ
し
て
去
年 

11
月
か
ら
噴
火
活
動
の
続
く
「西
之
島
」な
ど

魅
力
あ
る
小
笠
原
の
島
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

【
講
演
会
】
首
都
大
学
東
京
公
開
講
座
２
０
１
４ 

《
日
時
》
８
月
18
日
（月
）午
後
７
時
～ 

○
小
笠
原
こ
と
ば
に
み
る
小
笠
原
文
化 

 

《
講
師
》
ダ
ニ
エ
ル
・ロ
ン
グ
（首
都
大
学
東
京
・

人
文
科
学
研
究
科
・教
授
） 

小
笠
原
の
こ
と
ば
に
は
そ
の
使
い
道
や
特

徴
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
講

演
で
は
、
カ
イ
ガ
ン
タ
バ
コ
、
メ
ガ
ネ
ノ
キ
、

テ
ィ
ー
ウ
ッ
ド
、
ル
ー
ベ
ル
と
い
っ
た
島
名
か

ら
小
笠
原
の
文
化
や
生
活
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

○
島
の
生
物
学
と
保
全
に
関
す
る
国
際
学
会
に
参

加
し
て 

 

《
講
師
》
可
知
直
毅
（首
都
大
学
東
京
・
理
工
学
研

究
科
・教
授
）  

７
月
に
ハ
ワ
イ
大
学
で
、
世
界
の
島
の
生
物

学
と
保
全
を
研
究
し
て
い
る
専
門
家
４
０
０

人
以
上
が
集
ま
る
国
際
学
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
発
表
さ
れ
た
最
先
端
の
研
究
か
ら
、

小
笠
原
の
未
来
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
に
な
り
そ

う
な
も
の
を
、
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１ 

 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

 
 

 

実
行
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
盆
踊
り
練
習
会 

今
年
も
恒
例
の
盆
踊
り
練
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

踊
り
の
輪
に
入
っ
て
踊
り
た
い
け
れ
ど
、
振
り
付
け

が
よ
く
分
か
ら
な
い
と
い
う
方
か
ら
、
本
番
前
の
肩

慣
ら
し
と
い
う
方
も
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

参
加
さ
れ
た
方
に
は
記
念
に
「盆
踊
り
マ
ス
タ
ー

認
定
証
」を
発
行
し
ま
す
。 

【
日
時
】
８
月
７
日
（木
）、
８
日
（金
） 

午
後
７
時
～
８
時
30
分 

 
【
場
所
】
大
神
山
公
園
お
祭
り
広
場
（雨
天
時
中
止
） 

 

◎
盆
踊
り
唄
い
手
募
集 

盆
踊
り
当
日
、
ヤ
グ
ラ
の
上
で
盆
踊
り
曲
を
唄
っ

て
み
ま
せ
ん
か
！
対
象
と
な
る
曲
目
と
、
申
し
込
み

方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

唄
い
手
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
盆
踊
り
練
習

会
の
ど
ち
ら
か
の
日
程
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
我
こ

そ
は
！
と
い
う
「の
ど
自
慢
」の
方
は
奮
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。 

【
曲
目
】
マ
ッ
コ
ウ
音
頭
、
東
京
音
頭 

【
申
込
先
】
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

事
務
局
（小
笠
原
村
観
光
協
会
内
）２
―
２
５
８
７ 

【
申
込
締
切
】
８
月
７
日
（木
） 

【
練
習
会
】
８
月
７
日
（木
）ま
た
は
８
日
（金
） 

午
後
７
時
～
８
時
30
分
お
祭
り
広
場
（雨
天
中
止
） 

【
本
番
】
８
月
９
日
（土
）ま
た
は
11
日
（月
） 

 

◎
臨
時
バ
ス
運
行 

盆
踊
り
期
間
中
、
扇
浦
方
面
へ
の
臨
時
バ
ス
を
運

行
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

【
運
行
日
】
８
月
９
日
（土
）、
10
日
（日
）、
11
日
（月
） 

【
路
線
】
お
祭
り
広
場
～
扇
浦
～
小
港
園
地 

【
運
賃
】
無
料 

【
運
行
時
刻
】
お
祭
り
広
場
発 

《
９
日
（土
）、
11
日
（月
）》 

○
午
後
８
時
20
分
発 

○
午
後
９
時
発 

○
午
後
９
時
40
分
発 

 

《
10
日
（日
）（花
火
大
会
）》 

○
午
後
８
時
40
分
発 

○
午
後
９
時
20
分
発 

○
午
後
10
時
発 

【
予
約
制
】 

各
日
の
盆
踊
り
開
始
時
刻
（午
後
６
時
30
分
）

か
ら
会
場
内
本
部
テ
ン
ト
に
て
先
着
順
に
整
理
券

を
発
行
し
ま
す
。 

【
定
員
】
各
便
28
名 

※
増
便
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

◎
大
花
火
大
会
広
告
料
お
よ
び
寄
付
金 

ご
協
賛
い
た
だ
い
た
方
々
の
お
名
前
は
盆
踊
り
会

場
に
掲
示
し
、
花
火
打
ち
上
げ
前
に
場
内
放
送
し
ま

す
。
お
名
前
の
放
送
に
あ
た
っ
て
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
も

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
誕
生
日
の
お
祝
い

や
お
店
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局 

 
 
 

（小
笠
原
村
観
光
協
会
内
）
２
―
２
５
８
７ 



  NO．632   平成 26（2014）年 8 月 1 日（金）                          編集・発行  小笠原村総務課 

-6- 

花
火
大
会
開
催
に
伴
う 

立
入
禁
止
区
域
な
ど
の
設
定 

 

小
笠
原
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
で

は
、
８
月
10
日
（日
）に
二
見
港
第
一
物
揚
場
（青
灯

台
岸
壁
）に
て
花
火
の
打
ち
上
げ
を
行
い
ま
す
。打
ち

上
げ
時
間
は
、
午
後
８
時
か
ら
８
時
30
分
ま
で
の 

30
分
間
で
す
が
、
危
険
防
止
の
た
め
、
次
の
図
の
よ 

う
に
「車
両
通
行
止
」「立
入
禁
止
区
域
」「船
舶
進
入

禁
止
区
域
」「着
岸
禁
止
区
域
」を
設
定
し
ま
す
。皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事
務
局 

 
 

（小
笠
原
村
観
光
協
会
内
） 

  

２
―
２
５
８
７ 

小
笠
原
警
察
署 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

２
―
２
１
１
０ 

 

                                         

   

産
科
・婦
人
科
専
門
診
療 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
８
月
21
日
（木
） 

 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

【
父
島
】 

《
日
時
》
８
月
25
日
（月
） 

 
 
 
 
 
 
  

26
日
（火
） 

 
 
 
 
 

 
 
  

28
日
（木
） 

 
 
 
 
 

 
 
  

29
日
（金
） 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

予
約
制
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
予
約
は
水
曜
日
を

除
く
平
日
午
後
１
時
30
分
～
５
時
の
間
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
助
産
師
へ
の
相
談
な
ど
は
、
専
門
診
療
の

実
施
に
関
わ
ら
ず
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

 
 ●

問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
診
療
所 

 
 
 

２
―
３
８
０
０ 

 
 

母
島
診
療
所 

 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
５ 

 

母
島
診
療
所
歯
科
の
休
診 

 

【
休
診
日
】
８
月
13
日
（水
）～
27
日
（水
）の
期
間

休
診
し
ま
す
。
８
月
28
日
（木
）か
ら
通
常
診
療
と

な
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 
 ●

問
合
せ
先 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

 

非
常
勤
職
員
の
募
集
（調
理
員
） 

 

有
料
老
人
ホ
ー
ム
・小
笠
原
村
診
療
所
の
給
食
調

理
業
務
。 

【
募
集
人
数
】
１
名 

【
採
用
日
】
９
月
ま
た
は
10
月
か
ら 

８月の燃料油価格変動調整金 
 

 ８月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおりとなります。 

翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い合

わせください。※（  ）内は変動調整額 単位：円 

伊
豆
諸
島
開
発
㈱ 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

貨
物
運
賃 

１  等  品 ９，５６３ （+1,269） 

２  等  品 ８，９６６ （+1,190） 

３  等  品 ８，３６８ （+1,110） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下 ９５８ （+127） 

０．０７５トン以下 ７２２ （+96） 

 

は
は
じ
ま
丸 

 
 
 
 
 

 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ４，８７０ （+990） ２，４４０ （+500） 

１ 等 ９，７４０ （+1,980） ４，８７０ （+990） 

村民割引 
（往復）２等 ５，８５０ （+1,190） ２，９３０ （+600） 

 

小
笠
原
海
運
㈱ 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１ 

お
が
さ
わ
ら
丸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ２９，３１０ （+3,490） １４，６６０ （+1,750） 

特 ２ 等 ４２，４８０ （+5,060） ２１，２４０ （+2,530） 

１ 等 ５８，６１０ （+6,980） ２９，３１０ （+3,490） 

特 １ 等 ６６，８３０ （+7,950） ３３，４２０ （+3,980） 

特 等 ７３，３１０ （+8,720） ３６，６７０ （+4,370） 

２等（学割） ２３，４６０ （+2,800）  
２等 

（身体障害者割引） 
１４，６６０ （+1,750）  ７，３４０ （+880） 

村民割引 
（往復）２等 ３９，５３０ （+4,710） １９，７８０ （+2,360） 

 
貨
物
運
賃 

１  等  品 １７，０４５ （＋1,407） 

２  等  品 １５，８６８ （＋1,310） 

３  等  品 １４，５９７ （＋1,205） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下  １，７０８ （＋141） 

０．０７５トン以下  １，２７１ （＋105） 
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【
勤
務
日
数
】
週
２
日
勤
務
で
き
る
方
。
勤
務
す
る

曜
日
は
、
毎
月
相
談
が
可
能
で
す
。 

【
勤
務
時
間
】早
番
・遅
番
の
シ
フ
ト
で
運
営
し
て
い

ま
す
。 

 

《
早
番
》
午
前
５
時
～
午
後
２
時
15
分 

 

《
遅
番
》
午
前
11
時
～
午
後
８
時
15
分 

 
 

※
休
憩
１
時
間
30
分
を
含
む 

 
 

※
ど
ち
ら
か
対
応
で
き
な
い
場
合
は
、
相
談
く

だ
さ
い
。 

【
時
給
】 

 
 

《
調
理
師
免
許
な
し
》
１
千
３
０
円 

 

《
調
理
師
免
許
あ
り
》
１
千
１
６
０
円 

【
採
用
方
法
】
面
接
（顔
写
真
付
の
履
歴
書
必
要
） 

【
そ
の
他
】
勤
務
詳
細
に
関
し
、
担
当
者
か
ら
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

医
療
課
栄
養
士 

三
澤 

 

２
―
３
８
０
０ 

                     

    

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（父
島
） 

 

気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
今
月

は
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
セ
ラ
バ
ン
ド
体
操
で
す
。 

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（医
師
か
ら
運
動
を
と

め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
） 

【
日
時
】
８
月
22
日
（金
）午
前
９
時
30
分
～
11
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
持
ち
物
】
室
内
履
き
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

 
育
児
学
級 

お
や
つ
の
会
（父
島
） 

 

栄
養
士
と
お
や
つ
を
通
し
て
お
子
さ
ま
の
食
事
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
事
前
に
申
し
込
み
を

お
願
い
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
離
乳
食
を
完
了
し
た
３
歳
ま
で
の
お
子

さ
ま
と
保
護
者 

【
日
時
】
８
月
21
日
（木
）午
前
10
時
～
11
時
30
分 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
室 

【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具 

 

●
申
込
・問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係
２
―
３
９
３
９ 

 

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー 

 

◎
レ
ッ
ツ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
！
音
楽
を
通
し
て
親
子
の

触
れ
合
い
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！ 

 

楽
し
い
音
楽
に
合
わ
せ
、
手
遊
び
を
し
た
り
、
リ

ズ
ム
に
合
わ
せ
て
動
い
た
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
申

し
込
み
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
は
各
回
定

員
10
組
と
な
り
ま
す
。 

【
対
象
者
】
０
歳
～
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ま
と
保
護
者 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
９
月
１
日
（月
） 

○
１
歳
児
の
お
子
さ
ま
と
保
護
者 

 

午
後
１
時
30
分
～
２
時
20
分 

○
０
歳
児
の
お
子
さ
ま
と
保
護
者 

午
後
２
時
30
分
～
３
時
20
分 

○
２
歳
児
の
お
子
さ
ま
と
保
護
者 

午
後
３
時
30
分
～
４
時
20
分 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

【
母
島
】 

《
日
時
》
９
月
２
日
（火
） 

○
１
歳
児
の
お
子
さ
ま
と
保
護
者 

午
前
10
時
30
分
～
11
時
20
分 

○
０
歳
児
の
お
子
さ
ま
と
保
護
者 

午
後
３
時
～
３
時
50
分 

○
２
歳
児
の
お
子
さ
ま
と
保
護
者 

午
後
４
時
～
４
時
50
分: 

 

《
場
所
》
村
民
会
館
体
育
室 

【
講
師
】 

藤
井
絹
枝
氏
（音
楽
療
法
士
兼
臨
床
発
達
心
理
士
） 

 

田
中
美
智
子
氏
（音
楽
療
法
士
） 

【
持
ち
物
】
大
き
め
の
バ
ス
タ
オ
ル 

【
申
込
締
切
】
８
月
27
日
（水
）午
後
５
時
ま
で 

【
備
考
】
当
日
は
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。 

 

●
申
込
・問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係
２
―
３
９
３
９ 

 

子
育
て
相
談 

 
臨
床
発
達
心
理
士
に
よ
る
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

「癖
が
気
に
な
る
」「落
ち
着
き
が
な
い
」「ど
う
い
う

し
つ
け
を
し
た
ら
い
い
の
？
」な
ど
子
育
て
に
関
す

る
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。 

【
対
象
者
】
就
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ま
と
保
護
者 

【
父
島
】 

《
日
時
》
８
月
31
日
（日
）午
後
、 

９
月
１
日
（月
）午
前 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
９
月
２
日
（火
）午
後 

※
申
し
込
ま
れ
た
時
点
で
日
時
を
調
整
い
た
し
ま
す
。 

【
臨
床
発
達
心
理
士
】
藤
井
絹
枝
氏 

 

●
申
込
・問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係
２
―
３
９
３
９ 

    

天
然
記
念
物
の
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
第
16
回
「誰
が
た
め
に
種
は
な
る
」 

  

父
島
の
そ
ば
の
西
島
で
は
、
以
前
は
ア
カ
ポ
ッ
ポ

が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
最

近
は
い
つ
で
も
出
会
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

西
島
は
、
モ
ク
マ
オ
ウ
の
林
に
覆
わ
れ
、
在
来
植

物
の
生
息
地
が
減
っ
て
い
ま
す
。
林
内
は
多
様
性
が

低
く
、
昆
虫
や
マ
イ
マ
イ
な
ど
に
と
っ
て
も
、
適
し

た
環
境
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
西
島
で
は

モ
ク
マ
オ
ウ
駆
除
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

駆
除
後
、
す
ぐ
に
在
来
の
ウ
ラ
ジ
ロ
エ
ノ
キ
が
生

え
て
き
ま
し
た
。
成
長
は
速
く
、
数
年
で
多
く
の
実

を
つ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ア
カ
ポ
ッ
ポ
は
、

頻
繁
に
そ
の
種
子
を
食
べ
て
い
た
の
で
す
。 
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父
島
で
増
え
た
ア
カ
ポ
ッ
ポ
の
分
布
拡
大
に
は
、

食
物
が
十
分
に
あ
る
森
が
必
要
で
す
。
外
来
植
物
駆

除
は
、
生
息
地
の
確
保
に
つ
な
が
っ
た
の
で
す
。 

 

西
島
の
ア
カ
ポ
ッ
ポ
は
、
数
は
少
な
い
も
の
の
、

「い
つ
も
見
ら
れ
る
鳥
」に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
一

方
で
、
有
人
島
で
普
通
に
見
ら
れ
る
ヒ
ヨ
ド
リ
が
、

こ
の
島
に
は
い
ま
せ
ん
。
な
ん
と
西
島
で
は
、
ヒ
ヨ

ド
リ
の
方
が
、
希
少
性
が
高
い
の
で
す
。 

 

し
か
し
、
ウ
ラ
ジ
ロ
エ
ノ
キ
の
実
は
、
ヒ
ヨ
ド
リ

も
大
好
き
で
す
。
も
し
か
し
た
ら
、
こ
の
鳥
も
誘
引

さ
れ
て
、
や
っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

ア
カ
ポ
ッ
ポ
は
種
子
を
砕
い
て
食
べ
る
捕
食
者
、

ヒ
ヨ
ド
リ
は
種
子
を
糞
と
と
も
に
出
す
散
布
者
で
す
。

種
子
に
と
っ
て
は
、
前
者
は
敵
、
後
者
は
味
方
と
言

え
ま
す
。
今
後
、
ど
ち
ら
の
鳥
が
増
え
る
の
か
、
ウ

ラ
ジ
ロ
エ
ノ
キ
の
運
命
か
ら
眼
が
離
せ
ま
せ
ん
。 

 

文 

森
林
総
合
研
究
所 

主
任
研
究
員 

川
上
和
人 

挿
絵 

バ
ー
ド
リ
サ
ー
チ 

研
究
員 

青
山
夕
貴
子 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会
教
育
課
２
―
３
１
１
７ 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

 
 

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
硫
黄
列
島
で
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ 

 
  先

月
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
硫
黄
三
島
ク 

ル
ー
ズ
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
ク
ル
ー
ズ
の

出
発
は
夜
７
時
。
父
島
を
出
港
し
た
お
が
さ
わ
ら
丸

は
、
一
路
、
南
硫
黄
島
へ
向
か
い
ま
す
。
そ
し
て
翌

朝
６
時
か
ら
南
硫
黄
島
の
周
回
を
開
始
し
、硫
黄
島
、

北
硫
黄
島
の
順
に
北
上
し
、
出
港
か
ら
24
時
間
後
の

夜
７
時
に
父
島
へ
戻
っ
て
く
る
行
程
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

Ｏ
Ｗ
Ａ
で
は
、
南
硫
黄
島
か
ら
北
硫
黄
島
ま
で
の

航
路
上
で
、
目
視
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
昨
年

は
硫
黄
島
と
北
硫
黄
島
の
間
で
、
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ

や
ア
カ
ボ
ウ
ク
ジ
ラ
、
マ
ダ
ラ
イ
ル
カ
を
発
見
し
ま

し
た
が
、
今
年
は
ど
ん
な
発
見
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。 

 

調
査
で
は
発
見
し
た
鯨
類
や
時
間
、
頭
数
な
ど
を

記
録
し
て
い
き
ま
す
。
今
回
は
北
硫
黄
島
の
周
回
が

終
わ
り
、
調
査
終
了
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
鯨
類
の
発
見
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
う
ダ
メ
か
も
し
れ
な
い
と

諦
め
か
け
た
瞬
間
、
船
の
前
方
２
キ
ロ
先
で
、
よ
う

や
く
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
の
ブ
ロ
ー
を
発
見
（左
図
参

照
）。
観
察
を
続
け
た
と
こ
ろ
、
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
３

頭
が
確
認
で
き
ま
し
た
。 

          

 

直
後
に
船
内
放
送
を
か
け
た
た
め
、
多
く
の
方
が

ク
ジ
ラ
を
確
認
で
き
た
よ
う
で
、
周
り
か
ら
大
き
な

歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

                 

硫
黄
列
島
の
よ
う
に
、
小
笠
原
に
は
鯨
類
の
発
見

情
報
が
少
な
い
海
域
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
今
後

も
機
会
を
見
つ
け
て
、
調
査
を
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

 

新
た
な
発
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
村
民
だ
よ
り
で

も
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ

い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

協
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
２
１
５ 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
159 

 

◎
大
村
海
岸
ウ
ミ
ガ
メ
産
卵
見
学 

 

今
シ
ー
ズ
ン
の
ウ
ミ
ガ
メ
産
卵
状
況
は
、
７
月
20

日
時
点
で
昨
年
の
半
分
以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

大
村
海
岸
で
は
毎
日
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
上
陸
を

確
認
し
て
い
ま
す
が
、
頭
数
が
少
な
い
だ
け
に
１
頭

の
ウ
ミ
ガ
メ
に
産
卵
見
学
者
が
集
中
し
て
し
ま
い
、

ウ
ミ
ガ
メ
に
ス
ト
レ
ス
を
与
え
て
し
ま
っ
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
７
月
に
は
大
村
海
岸
で
水
中
放

卵
（上
陸
す
る
が
産
卵
出
来
ず
に
帰
海
を
繰
り
返
す

と
水
中
で
産
卵
し
て
し
ま
い
ま
す
）が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
卵
は
殻
を
通
し
て
呼
吸
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
水
中
に
産
み
落
と
さ
れ
た
卵
は
呼
吸
が
出
来
ず

死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
産
卵
見
学
に
来
ら
れ
る
際
に

は
ウ
ミ
ガ
メ
に
ス
ト
レ
ス
を
与
え
な
い
よ
う
ご
協
力

お
願
い
致
し
ま
す
。 

【
産
卵
見
学
注
意
点
】 

 

○
ゲ
ゲ
ゲ
ハ
ウ
ス
側
か
ら
海
岸
に
入
る 

○
ウ
ミ
ガ
メ
の
前
に
立
た
な
い 

○
ウ
ミ
ガ
メ
を
発
見
し
た
ら
動
か
ず
通
り
過
ぎ
る

の
を
待
つ 

○
ラ
イ
ト
で
ウ
ミ
ガ
メ
を
探
さ
な
い
・照
ら
さ
な
い 

○
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
使
用
し
て
の
写
真
撮
影
は
し
な
い 

○
立
入
禁
止
区
域
に
は
入
ら
な
い
（大
村
海
岸
植

栽
地
・自
衛
隊
敷
地
内
） 

○
ウ
ミ
ガ
メ
や
卵
に
触
ら
な
い 

当
団
体
で
は
毎
晩
夜
間
調
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

産
卵
見
学
に
訪
れ
た
際
に
は
ス
タ
ッ
フ
の
指
示
に 

従
っ
て
頂
け
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

 
 

２
―
２
８
３
０ 

 
 

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー
） 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://bonin-ocean.net 

 

                            

 

 

 

http://bonin-ocean.net/
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認知症の状態 

  脳の病気 認知機能の低下   生活のしづらさ 

  
行動・心理症状 

不安・うつ・怒りっぽさ 

幻覚・妄想・徘徊など 

 

身体の状態・生活の環境など 

認知症は治らないから、医療機関に行っても仕方がないと考えていませんか？ 

認知症も他の病気と同じように、早期診断と早期治療が非常に大切です。 

もっとも多いのが、 

「アルツハイマー病」：60% 

「 脳 血 管 障 害 」：20％ 

「レビー小体病」：10％ 

その他：10% 

 
 

                                  

 

                                 

                                 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

イルカ：今月は、新しい保健師の紹介です。 

内 村： みなさん、はじめまして♪８月から父島の保健師になりました内村和美

（うちむらかずみ）です。うっちー、うっちゃんと呼ばれています。 

まだ小笠原にきて数週間しか経っていませんが、小笠原の生活に慣れ

て、早くみなさんに覚えていただけるように頑張ります。島の野菜や果物

を使った料理に挑戦してみようかと思っています！！ 

よろしくお願いしますm（＿ ＿）ｍ 

イルカ：みなさま、よろしくお願いします。 

 

イルカの伝言板 

― 村民課福祉係― 

― 第１７４号― 

 

クジラの伝言板 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

クジラ： ただの物忘れなのか、認知症なのかって、よくわからないですよね？ 

保健師：東京都では、認知症の早期発見・診断・対応を進めるため、「自分でできる認知症

の気づきチェックリスト」を作成しました。インターネットで見れるほか、村役場

福祉係や母島支所にパンフレットがありますので、気になる方は、ぜひ手に取って

みてください。認知症や介護のことで相談したいときには、ケアマネ―ジャーや保

健師に、気になる症状があるときには、かかりつけ医に相談してみましょう。また、

先日、島内の企業で認知症サポーター養成講座を実施しました。依頼を受けて、ど

こでも実施しますので、ご希望の際は福祉係にお声かけください。 

クジラ：いろいろな方法で、知ることができるのですね！まずは、相談してみようっと！ 

認知症とは、いろいろな原因で脳の細胞

が損傷を受けたり、働きが悪くなること

で、認知機能が低下し、様々な生活のし

づらさが現れる状態を指します。 

＊認知機能とは：物事を記憶する、言葉

を使う、計算する、問題解決するために

深く考えるなどの頭の働きを指します。 

認知症とは？

… 

東京都の推計では、都内の認知症高齢者は 38万人を超えており、平成 37年（2025年）には約 60万人に急

増することが見込まれています。 

 認知症は誰でもかかる可能性のある脳の病気です。最新の国の研究によると、65歳以上の高齢者の約 15%が

認知症だと言われています。認知症はとても身近な病気です。認知症の人と家族が安心して暮らせる地域をつくる

ことが大切です。 

【早く気付くことのメリット】 

① 今後の生活の準備をすることができます。 

早期の診断を受け、症状が軽いうちに、ご本人や家族が認知

症への理解を深め、病気と向き合い話し合うことで、今後の

生活の備えをすることができます。 

② 治る認知症や一時的な症状（うつ等）の場合があります。 

認知症を引き起こす病気には、早めに治療すれば改善が可能

なものもありますので、早めに受診をして原因となっている

病気を突き止めることが大切です。 

③ 進行を遅らせることが可能な場合があります。 

アルツハイマー型認知症は薬で進行を遅らせることができ、

早い段階から使い始めることが効果的だといわれています。 

（右図参照） 

認知症の原因となる病気 



夏休みラジオ体操の開催（～３１）父島

地域振興に係る補助事業の募集（第２回）

ＳＦ　シマアジ放流

ＳＦ　ＪＡＭＭＩＮ 　　　　入出港

　　　　入出港 首都大学東京公開講座２０１４

高校図書館開放 大腸がん検診申込期間（～９/２２）

ＳＦ　南洋踊り＆ＫＡＫＡ 森林生態系保護地域への入林受付および簡易講習（母島）

ＳＦ　星空観望会

行政相談所の開設

　　　　入出港

　　　　入出港 専門診療（産科・婦人科）母島

ＳＦ　ウミガメ放流 父島動物巡回診療（～２２）

育児学級 おやつの会（父島）

盆踊り練習会（～８） 電話による無料法律相談

盆踊り唄い手募集申込期限 ヘルスアップ教室（父島）

定期予防接種

ＳＦ　野外映画会

ＳＦ　盆踊り 　　　　入出港

東京三弁護士会による法律相談（父島）

　　　　入出港

ＳＦ　盆踊り、花火大会 母島巡回労働相談

花火大会開催に伴う立入禁止区域などの設定 高圧ガス・液化石油ガス国家試験受験願書の受付期間（～9/5）

高校図書館開放 専門診療（産科・婦人科）父島（～２６）

小笠原陸域ガイド新規登録講習申込期間（～２９） ＳＦ　南洋踊り＆ＫＡＫＡ

ＳＦ　盆踊り 東京三弁護士会による法律相談（母島）

　　　　入出港

子育てセミナー申込締切

　　　　入出港 専門診療（産科・婦人科）父島（～２９）

村民相談 東京都自然ガイド講習会申込期限

母島診療所歯科の休診（～２７） 農業者セミナー申込期限

ＳＦ　星空観望会 定期予防接種

小笠原諸島戦没者追悼式典 ＳＦ　フラオハナ

父島動物巡回診療申込期限

　　　　入出港

子育て相談（父島）

高校図書館開放
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